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=月
二
十
一日東
大
蔑件
、
三
月十
八
日
北大
事
件
～警
官
の
大学
内
立
入問
題
が
やか
凌
し
くな

h「
衆
院
法務
委
で
も公
安
条例
に
つ
いて
の学
校
こ醗
察
の
協
足
(学
内掌
校
当
局實
任
制
)
を

す
玉め
た
いわ
ゆ
る
次
竃
通
諜
の存
廃
が
論
ぜ
られ
、
さら
に
そ
れに
ひ
きつ
r
き木
村
法
務総

裁、
天
野
文相
の
「次官
通
達
有効
」
由
明が
で
て
論戦
を
お
こ
して
い
ると
き
、
窟大
に
も
学内

に瞥
官
が
ス
って
学
生
に
〃つ
るし
あ
げ
〃ら
れ
た
碩
件が
お
さ
た。
四
月十
四
日
午
後四
時
京穴

門衛
室
に
川端
署
渡
辺刑
再
が
い
るの
を
諸見
し
た
京
大
の
「学
生
は
「次
冒通
牒
を
無視
し
て
鴨

 属舶
活
動
を
やる
た
めに
掌
内
に入
った
のじ
や
な
い
か」
と
纏済
学
部
同好
会
へ
羅

那琵
や

爵近
に
い
た掌
生
が
一緒
淀
渡
辺
刑事
を
詰問
、
た
ま
く
同
刑
覇か
学
生
にも
顔
見知
り
で
あ
っ

灘

愈
.ぢ

灘 ミ章

3・

縫「r㌧,rず

幽

難

爲翫

(
「

、

た
た
め
「こ
の
よ
うな
問
題
は今
後
に
も
おこ
る
。
この
際
大
掌当
局
と
一緒
に
話
合お
う
」と
学

長
秘
穫
室
ぺ同
行、
お
り
から
会
議
甲
の服
部
学
長も
姿
を
みせ
「大
学
の自
治
は職
を
と
して
守

る
」
と
い
って
学生
の
拍
手
をあ
び
た
が、
「市
聾
の買
任
雷
をよ
ん
でこ
の
場
で解
決
し
よう
」

と
い
う
掌生
側
の希
望
は
いれ
ら
れ
ず
「大
掌
が
市奮
に
変渉
し
て
、
今衷
で
、
また
今
日
特昌
的

活
動
を
や
った
かど
う
か
謂
査
し
て善
処
す
る
」
と
い
う学
長
の
愈向
で
、
後
に
な
って
来た
大

対
、
白
石三
巡
査と
も
婦
署緊
迫
し
た空
気
も
去
り、
こ
の
日は
学
生
の童
見
と過
去
の
王
とし
て

禮罰
荊
事の
大
学で
の
行
論
を大
学
当
局、
学
長
がき
く
と
い
う形
に
と
r凍
の商
題
は
こ
んご
に

残
さ
れ
るこ
と
に
な
oた
。

"自
治
擁

護
に
職
賭

す
騒
長

「特
高
活
動
許
す
な

」
ε
学
生

こ
と
の発
端
は
川端
署
刑
事渡
辺
五
生氏

が
四
時悶
泉
犬
表門
守
衛
電
の甲
に
いた

重

であ
る
。

こ
れ
を
みた
一工営蔀
学
生
(新
制
回

生
)
は
「いっ
も
泉大
へ来で
いる
洌
購

だ
」
と
い
うの
で
経同
好
会
へ哩
絡
、
附

近
の
掌
生
二十
名
とと
も
に
「あ
ん
た
は

何
し
に
き
た」
「督
察
手帖
をも
って
い

るか
」
「守
衛
堅
に
ど
んな
用
事が
あ
る

のか
」
と若
問
、
押問
答
に
な
った
が
、

経
同
好
会
委員
米
田
君ら
は
「あん
た
は

削
に
二
回
ほど
学
生
にみ
つか
って
煽
て

行
って
も
ら
った
こ
とが
あ
る
o今
後
も

解釈
や
壁
冒
の掌
内
立
入
につ
い
て話
を

し
よ
う」
と
学生
課
へ
運絡
し
た
が角
南

課
長は
諸
制鶴
改
正
委
艮会
へ出
席、
不

任
だ
った
た
め学
長
秘
湖
堅
へ同
行
した

警
察

手
帖

は
な

い

「そ
れ
をみ
せ
て
下さ
い
」

こ
、で
渡辺
氏
公
務証
を
み
せ
る。
学
生

手に
とろ
う
とし
たが
渡
さず
。
学
生

「と
り
は
し漢
せ
ん
よ」
で
大爆
笑
。

「公
務
の訂
＼
聯偶
U
'ド¥
職
務
〃遂

行
で
ぎ
宅
8
1」

「対
人
関係
の
公
務、
た
と
ミけ
逮
嫡
た

と
か
捜査
、
つ
獣
り入
の
自由
る
制
限

す
る
場
合は
趣剛祭
手
帖が
い
る」

闘

欝
・'、載 輯k
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、

織

驚 
懸
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V讐

こ
の
間学
生
の
数も
だ
ん
く
ふ
え
四十

名
ほ
ど
に達
し
たた
め
藷
場
を会
議
蟄
へ

移
し
、角
南
学
生
課長
、
柴
田補
導
部
長

代
理
同
席
のも
と
に学
隻
の
渡辺
氏
に
対

す
る
質
問か
つ
堂
いた
。

「あ
んた
は欝
察
手
帖を
も
,て
い濠
す

か
」

鍵

幾

藪

融馨

「鍵
靴讐

藝

れに代

「じ
ゃあ
ん
た
は今
日
は
なに
し
た
来
た
一

ん
です
か
」

「交
学
部
の某
学
生が
茶
鵬鮮
を
お
こ
し

た
の
で、
は
だ
して
交
学
部か
ど
う
か

事
務
塞
へた
し
か
めに
き
た」

断園畢

繍
欝 灘

N
、
㌔

V"

(

難
織

ミ
噸

抗
議
集
会
へ
演
学
生
の
動
き

こ
」で
璽
顕
堅
へ■
蟹
に
く
るの
は
璽渠

季
輔
の必
裏
な
公監
π
入
ら
ない
か
どう

か
で
5内
は
騒
鐵と
π
,た
が、
渥
辺
氏

は
「た
r事
務
罫
血
問い
合
ぜ
る分
に
は

公
務
証
だけ
で
+
琶

壷

明箆

。
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前
列
右よ
り
渡辺
、
大
村刑
単
、
角南
学
生
課長
、
服
部学
長
、
柴
田禰
導

部
長、
代
理
、学
生
米
田看
。
円
内白
石
刑
亀の

十
五日
、
交
学部
掌
友
会委
便
室
に前
夜

第
一会
調
箋
に
つめ
か
け
た約
四
十名
の

学
生
か簗
政
り
、午
後
【時
か
ら
約
三時

間
にわ
た
って
今
後
の
対
策を
協説
し

た
。

川
端署
に
は
、
交部
次
官通
牒
の
確
認。

」
瞥
冒学
内
立
入り
の
目
的。
一個
小隊

の
聾
官を
待
機
させ
た
理
由。
以
よ
ご項

目
に
つ
いて
返
答
を要
永
。服
部
学
長に

「聾察
に
ど
の
よう
な
形
ご抗
議
す
るか

次
官通
牒
を
具
体飽
に
ど
う守
る
か
。今

後驚
冒
の
学内
立
入
り
をど
う
処慶
ず
る

か。
今
度
の事
件
に
つ
いて
毒
明
文を
出

して
ほ
し
い。
こ
の
機会
に
掌
生達
は
再

寧備
.徴
兵問
題
等
に
つい
て
非
常に
不

安だ
か
っ、学
長
の
キタ
ン
な
い
濾見
を

一聞か
し
で
隆
しい
。」

一等
の返
答
を求
め
る
こと
に
決
定
し、
さ

⊃に
十
七
日午
後
}時か
ら
川
端署
に
抗

議
に行
ざ
、
十
九
日
に
束川
博
、
田
畑

忍
、飯
塚
渚
二の
三
氏
を讃
師
に
濠ね
い

て抗
議
顕
会
をも
つ
こと
を
決
足
しだ
。

試
験
勉
張
が
わ
ざ
わ
い
?

・
≡
目

立

つ

新

入
生

の
体

位

低

下
・≡・ロ

昭
和
二十
七
年
度入
学
首
の身
体
検
査は
、
四
月七
日
、
八日
の
両
日κ
わ
た
って
行
われ
た
が
、
そ
の甲
間
鞘計
に
よ

る
と
、新
入
生
の体
位
低
下
かう
方
ひわ
れ
「と
く
に
ト
ラホ
ー
ム、
結
瞳
炎
ひ多
いの
は、
過
度
の試
験
勉
強
の結
果

で
は
なか
ろ
う
か」
と
保臨
所
は
塑
慮
して
い
る。

大

総受
検
者
一、
四
〇
九名
甲
、

京

結
蓬
疾
愚
騎
毫

(三
.

五
%)
、
そ
の他
の
疾愚
(主
にト
ラ
ホ

ー
ム、
結
膜炎
)
は
=
=
　名
(八
・七

∬)
と
な
って
お
り
、例
年
と
比較
∫
る

と亀
結
咳
性
疾愚
は
や
」少
く
、よ
い
傾

向を
示
し
て
い
るか
、結
膜
炎
、ト
ラ
ホ

ー
ムの
激
増
が注
愈
され
る
。

こ
れ
る
各掌
部
別
にみ
る
と
、結
核
性疾

愚
で
は
医学
部
の
五
・八
%
、文
学
部
の

四
・五
%
の例
外
のほ
か
は
、大
体
三
・

五%
内外
で
あ
る
が、
そ
の
他
の疾
愚
に

つい
て
は、
文
科
薬学
部
に
比
ぺて酋
科

系
の
学
部が
高
率
左示
し
、
豪
t競
争
率

の激
しか
った
掌
部
は高
率
と示
し
て
い

る。

治
慶
を
要
す
る
疾
愚
の
合
計
を
高
率
の

も
の
か
ら
眉
次
に
み
る
と
、
理

(
二
二

・
七
%
)
工

(
「四

・
「
%
)
医

(
「

0

・
四
%
)
農

(
八
・
九
%
〉
教

(
七

・
七
%
)
経
(六

・
三
%
)
法
、
交
(
五

。
八
%
)
と
な
り
、
平
均
は

一二

・
二

郎
と
な
っ
て
い
る
。

体
置
、
身
畏
に
つ
い
て
は
目
下
輿
計
甲
で

あ
るが
、
里・均
楼
團
は昨
年
よ
り
は
るか

に
下廻
わ
る
と予
想
さ
れ体
位
の
低下
が

い
われ
る
。
また
ツ
反
応も
間
下
調査
中

で
あ
るが
、
これ
も
あ
まり
よ
、結
果が

で
な
いの
で
は
な
いか
と
保観
瓢
は
憂慮

さ
れて
いる
・

宮
田
教授
麟

}般
に
比
偽陶
が
小
さ
ー、

体
重四
十
五
㌘
胡位
し
かな
い
人
が、

沢
山
いた
の
には
驚
い
た。
猷
験
勉
強

の
た
めか
も
しれ
な
い
。
そう
だ
と
す

る
と大
き
な
問題
だ
。
親
入生
諮
君
は

こ
」
二、
三
ヵ
月は
、
と
くに
在
意
し

て
ほ
しい
.

三
回
目
の
吊
し
上
げ

また
こ
の
とき
に
渡辺
氏
の
過去
の行
動

につ
い
て
学生
は
一々
質
問
した
が
同
氏

に対
す
る学
生
の
いわ
ゆ
る
〃
つ
るし
あ

げ
"
は
今回
て
三
回目
で
、
一回
目
は
昭

和
一一十
五
雫
五
月
二士
ハ日
の
「イ
ー

ル
ズ声
明反
対
」
の経
済
学
部掌
生
大
会

に
〃康
大
のバ
ッ
ジ
をつ
け
京大
の
バ
,

ク
ル
を
つ
け潜
入
して
い
た
"
のを
発
見

せ
ら
れ
、
二回
目
は昭
和
=
十六
年
十
月

末
、
法
種地
下
で
愚
示板
を
メ
モし
て
い

たの
を
み
っけ
りれた
も
の
で
あ
る。

前
書
に
つ
いて
は
「東北
大
の
掌生
を
捜

一しに
き
濫
と
渡
辺
民は
詣
ったが
学
生

蒲艶
館
纒
離
襟

【写
糞
説明
】
(上
)竃
誓
署
名
す

る新
入
生
(下
左
)
斬入
生
の
徴兵

反対
署
名
(下
有
)
女子
学
生
の
新

天
生
歓
迎会

"栄
養
を
十
分
と
れ
"

京
大
学長
新
λ
生
に告
示

四月
十
四
日は
票
大新
入
生
の
竃碧
式
。

学
長
告
爪ら
卒
榮
式よ
り
は
長
/、
「栄
養

刑
扇
三
人
に
増
え
る

五
時
四十
分
頃
川
端署
白
石
巡査
部
長
が

単
身
「渡
辺
看
の
ζと
で
来
ま
した
」
と

輿
奮
の
るつ
ほ
と
化
した
会
謡室
へ私
服

で
ひ
ょ
,こ
り
あ
らわ
れ
た
ので
「よ
う

こ
そ
」と
い弓孕
生
のヤ
ジ
に迎
え
ら
れ

ま
た
同署
刑
事
大
村武
氏
も
守衛
室
で
掌

生
に
み
つけ
ら
れ
会讃
塞
へ
や
って
来
、

一学
生
の表
現
を
かり
る
と
「川
瑚
署
京

大
晶
刑
事の
顔
見
世」
の
親
。三
人
と
も

掌
生
に
とり
か
こ
まれ
て
し
はら
/、騒
然

警

官
隊

七
十

待
機

そ
こ
へ諸制
規
改
正委
員
会
、掌
部
長
会

議
を
お
えた
服
部
学長
が
姿
を
みせ
「あ

な
た
方
は
何し
に
こ
りれ
た
」
と三
巡
否

を
十
分
と
つデ
運
動を
し
」
とお
医
膚
さ

ん
ら
し
い内
容
。
凄た
「大
学
の自
治
は

守
b
な
けれ
は
い
けな
い
が、
政
治
の
場

と
化
して
は
な
ら
ない
」
と
。こ
の
日
協

組
膚
籍部
は
敦
料
函購
入
で
新入
生
の
山

と
な
りで
徴
兵
厘
対れ
署
名
また
で
は
桑

原
敦
授
をよ
ん
で
つ
Σま
し
やか
に
女
子

学
生
の歓
迎
会
も
ひら
か
れ
た。

に
質
問、
い
ず
れも
「公
務」
と
答
えた

の
で
、掌
長
は
「孟
れ
で
はこ
」
の
と
こ

ろ
は
三君
に
ひ
きと
って
もら
って
、今

か
ら
杢
護

駄

て
坐
垂

部
・学

部
長
と審

薯

雷
を
し、
そ
の
上で

大
学
から
今
日
の週
題
に
つい
て
川
瑚署

へ彊路
ず
る
」
と瀦
冒
、
学生
が
阻
止す

る
甲
を
三薯
葺

・て行
.た
。
磨

午
后
八陶
十
五分
沖

こ
の
とき
川
端署
亭
は
罵
話で
渡
辺
氏
へ

連
絡
「軟
藥
か
」

ち
ひ
う。
し
か

っ軟
藥
だ」
と
の

宮
隊
を
待機
し
て

あ
後
掌生
は
大

掌
長
は
「大
学
の

守
る
」
と答
え
拍

二学
生
は特
画

自
治
の
破壊
だ
「

5
け
と
して
皐

ん
ぐ
欲
し
い」
と

いれ
b
れず
、

が
竜
見
を
の
べあ

鰭
儲
は
「皆お
そ

}は
問
題
が
大学
の

」
と
賑

を希

ず
、
結
局
学生
`

こ
の
こき
集
った

い
や今
の
と
こ
ろは

ぐ
賜ら
な
い
と
した

で
約七
+
名
の警

た
。隅の見

解
を
要求

は
臓
をと
ヒ
も

を
あ
びた
が
、
さら

を
許
す
のは
大
学
の

を
と
して
守
る
う
ら

」
へ市
●当
局
を
よ

さ
ね
て
要求
し
た
が

長
と
掌
生代
表
だ
け

こと
に
な
った
。
学

まで
捜
,た
。
こ
れ

に
関
・∫
るか
ら
だ

たが
と
りあ
け
ら
れ

+名
(各学
部
茗

生ヒ
+
名
)と
掌
部

長
の会
見
に
な
つたが
、
虜
聴
問題
ぐ
ケ

懇
暴
舗
轟
鷲
勧

り十
=
時
に
な
っで
孕
長は
藷
君の
意

髪
ま
と
め
ても
分
喜
て
・
れ・
麺

井
上
部
長
正
式
に
決
定

瘍645雪(一)

就
任
は
二
十
日
、
学
臣
課
長
柴
田
氏

四
月
二日
の
浦導
会
謹
で
四定
し
た
捕導
機
鴛
改革
疑
は
十
四日
の
諸瑚
親
峡
正

委
員
会、
十
五
日
の評
讃員
会
で
正
式
に決
定
を
みた
。
井
上敦
授
の
掌生
部
長

就
任
は四
月
二
十
日で
、
学
生部
内
の学
生
諜
は
穐務
、
教
狸、
教
務
の
一}係
、

厚
生
部
を育
英
、生
活
、体
甫
保躍
の
三
つに
分
れ
る。

掌
生
課長
は
現
教
務課
長
、
兼補
導
部長
代
理
の
柴
田氏
が
、厚
牛
課
長
には
角

南
掌
生
課長
か
蹴
任す
る
も
よ
う。

した
い
」
とひ
さ
あ
げ
た。

特
高
活
動
や
つ
て
た

経
済
学
部学
生

山
田道
天
君談

渡辺
刑
鞘
は明
に
特
高活
動
を
行
って

いた
。
貧
し
い掌
生
にス
パ
イ
をや
ら

な
いか
、
ア
ルバ
イ
トに
な
る
ぞと
い

った
こ
と
もあ
る
冶
うた
。
そ
の外
和

田と
か
関
とか
い
う
掌生
を
ス
バ
イに

6か
って
いた
車
実
も
ある
。
今
日の

大石
刑
亀
為最
初
は
泓用
で
き
たと
い

って
お
き
なが
ら
学
長が
き
い
た
とき

は公
用
だ
と
い
った
。大
学
の
自治
と

いう
の
が
これ
ほ
ど
おか
さ
れ
て
いる

と
いう
こ
とを
身
近
に感
じ
た
こと
は
一

な
い。

善
処
し
た

い゚

驚
官
ふ
く
む

ニ
ニ
名

京
法
聴講
生
合
格発
表

四月
十
四
日号
に
報
じて
いた、
法
学
部

聴講
生
試
験
は十
日
に発
表
さ
れた
か
、

それ
に
よ
ると
、
懸
官六
名
の
うち
、
村

田
冨
実雄
、木
村
慶
一
の簡
氏
が入
学
を

許
可
さ
れ
た
。な
お
合格
者
は
争員
で
二

十
二名
で
あ
る。

京
大
生
=名
不
奪

十
五
日午
後

間
さ
れ
即
時
釈
放

六
時半
ご
ろ

新副
京
大
二回
生
二
人
が
「同
掌会
を
再

一廻せ
よ
」
「服
部
掌長
は矢
田
原
稟大
総

稟

籍覆

鞭

1多

 

京
大臓
組
で

た
め
、先
月

展
を
計画
、
宙尖

う
と
して
い
た
が

屋
内
ら
い」

司
に
し
た。

鰭
講
聾
譲

穫
攣

展
示しよ

大
学
当局
は
こ
れ
を

は
だ
め」
と
不許

穴隅
璽
郎署

会

社

法

概

説

合
本
朧
薪
船

難
難
講
蠣
讐
全

第
一分
冊

白
杉堕
郎
著

閣

資
本
主
義
成

立

史
の
原

型

融
=叡
順

斐

蠕
講

蝿
辮
讐

轍村箏

会
社
議

の研
究
難
臨

有

癬
醐雛
馨

議
縫

佐々
木惣
薯

日
本
国
行
政
一般
法
論

ω
融
華
蹟

嘆
勘溌灘
幣
融
叡転
湊
漏
饗
あ

ド
粟京神田●振替東康370番京者齢 一農学部躍停罰

 

罠
に
つ
虻
け」
野
の
ビ
ラを
東
一条
阪俸

附
近
に
貼
つて
い
た
と
ころ
瞥
冒
二名
に

不遷
尋
閤
され
、
粟
「条
派
出
所
に運
行

され
て
い
たが
馬
即
時釈
放
さ
れ
た。

当
初職
組
代
表
と学
長
の
会見
で
は
「屋

,般
人が
通
行
ず
るか
ろ
公
安委

(
と
どけ
る
ぺ
きて
あ
る」
と
掌
長
は返

答
して
いた
が
「学
囚
の
こと
に
つい
て

は
大学
か
管理
ず
る
こと
に
な
って
い

る
。こ
の
既得
縮
を
自
り放
棄
す
る
のか
」

1氷

茎

き
≡:蓋

≡
三
;

2
茎三

:玄

謡伽輪棚

と
の
職
組
の反
廠
で
、
十
六
日
二回
冒
の

会
見
で
学
長は
「前
日
のは
事
務
当局
の

見解
だ
。
私
の見
解
で
は職
魍
本
部か
ら

プ
ノカ
ー
ド
を会
賜
よ
で運
ぶ
と
き
に箇

団
示威
行
邉
にみ
ら
れ
る
お
てれ
が
あ
る

か
醗
外
は
不許
可
に
す
る」
と
回
答
し

た
。職
組
代
表
は
「ワ
ク
を
峯
,先
に
も

つ
て
い
つて
あ
とで
絵
を
く
るく

ま
い

て
も
つて
いく
から
鋼
団
示
圓
にな
らな

い。」と
ま
張
した
が
学
長
は応
じ
なか
つ

大
学
主
催
で
音
楽
会

鈴
日
褒六
時
半
よ
りホ
ー
ル
で

函
嚢
膚難
葬
憲

ヘ
イ
デ
ン

ー
ド
ス
(
ピ
ア
ノ
)

一1
-
L

(
チ
畠
ロ
)
三
氏
に
よ
る
国
隈
三
躍
奏
楽

団
の
演
輿
会
が
二
十
三
日
午
勘俊
六
時
三
十

分
よ
り
大
ホ
ー
ル
で
も
よ
お
さ
れ
る
。

京大
に
お
きま
し
て

σ

は、
今
実
多
数
入

、
学生
に
漢
じり
へ
は

詔

じ
めで
肇
部
に
警

冒諾
君
二
名
の聴
講

生を
む
か
えま
し
た
こと
は
、
欣快
に
た

え
な
い次
勇で
あ
り
漢す
▼
「京大
と
川

瑚
」
「栗
大と
本
昌
士
」と
い
えは
、
他

の
人と
は
分
らな
く
と
も、
大
正
の御
代

よ
り今
日
承で
四
十
余
年に
わ
た
る、
所

管
警
祭署
と
の切
って
も切
れ
ぬ
縁を
表

す
習彙
に
して
、
そ
の
よ
うに
燈
察
に大

学
は
深
い
〃えに
し
"
にあ
るの
であ
り

ま
ずか
ら
、
今回
の
入
学
も爾
と
ず
るに

足
り
ない
の
であ
り
巣
す
▼し
か
し
この

た
び
の入
掌
r際
し
豪
して
は
、
例
の東

大
串件
の
直
後で
も
あ
臭
諸
君
の
事に

つ
いて
は
、
は
や様
々
な譜
か
持
上
って

い
る
ので
あ
り
衷ず
。
日
ぐ、〃瞥
祭
か、

ず
で
は合
法
蛸会
を
認
めず
、
講
演
を
メ

モ
し、
身
許
調査
し
、
陀
行す
る
時
代で

は
な
い
か
"
と
等
。々
し
か
し、
大掌

は
、
あ
hゆ
う
疑蚊鴇
サ
イギ
'
乗
越
え

て
諸
君
の入
掌
参忍
め
九
のC
あ
り嵐
す

難
繋
陳繁
蟹
欝
聾

を
も
ち
、諸
君
〃信
頼
し
'
入鴇
〆
認
め

た
の
で
あり
ま
ず
▼え
＼
そ
して
ま
た

諸
総
は
、今
後
憎
刈
に脳
む
r、あり
ま
し

よ
う
。
君ハ
動
勉
に勧
時
間
蝿
義を
聞
/

な
ら
ぱ
〃オレ
は
講
義合
メ
モ
って
る
と

思わ
れ
やせ
ん
か
"
～
。
碍よこ
と
に
然

り。
学
生
は短
晴
間
誠
晦雇
ど
聞か
ぬ
も

の
たか
ら
であ
り
ま
す
。▼
国
会
の三
百

与
党
の某
氏が
醐
る
ごと
/、大
掌
生
}人

に
対
して
は国
は
翼
事質
か
《
残
され
た

貴
営
な予
算
から
年
十
}万
五
千
円
を交

出
して
いる
ので
あ
り
ま
す。
諸
霧
の歴

合
は
さら
に
国
より
月
六
千円
、
つ
渉り

合
計
十八
万
二
千五
百
円也
の国
民
の
血

梯
を
も
うて
こ
の大
学
に
送
bれ
た
の
で

あ
り
ま
ず。
く
れぐ
れ
も
慎題
に
行
動
し

て
、た
Ψ3
た
、ので
あ
り
濠す
。

6

f
西
の
京
都
大
学
=
ガ
ソ
4
"

ス

ム
孝
紹
飴
は
、
い
か
に
オ
ー

.

ー
の
瞥
察
ご
も
、
そ
ら
簡
短

も

は
で
き
な
い
。
も
し
京
都
大
、
卜

㎎
,

ら
、
そ
れ
は
必
鵯
的
に
聚
京
大
診

藍
V

ぎ
き
さヨ
ミ
ミ
ロミ
　ミ
ミ
ニ
ミ
ヨ

学

園

評

論

置
=二3
≡
=;
≡
;,;=
一冨
"=
一=7

東
西
両
大
学

丙に
入
ったと
い
＼

ある
も
のは
私
用

で
入
った
と
いう
購
冥
は、
響
察
当局
か

　

み
ずか
ら
刑
事か
無
許
可
㌦学
囚
に入
る

こ
と
の氷
当
性を
み
こめて
い
る
こと
を

巽
証
して
い
る。
も
し
犯罪
捜
査
であ
れ

ば
璽
祭官
だ
るも
の
の
だれ
が
「私用
」

と
妻
し
よ
う。(=)

ふり
か
え
って
み
れ
は京
大
学
内で
刑

事
が学
生
に
発蒐
さ
れ
、
その
理
由
を追

求
さ
れ
た
騨例
は
、
そう
め
づら
し
くな

い
。
しか
し
四
月十
四
日
のこ
の
融件
は

い
さ
、か
雅
質
がこ
と
な
る。
な
ぜ
なら

ぱ
巣
大
ボポ
ロ
座護
件
で
轄轟
的
腔
趣
調

査
の
翼体
参
い
かん
な
く
露̀
「れ
、大

棚
榿姦
酷織
は
あ
や恥ア
、みつ
か
・、邑
聾

雅
を
おか
し
か
けた
ほ
ど
「こ
の
事
實を

ゴ
マ化す
のに
薔
心し
た
に
が
い例
が
、

まだ
瞥
祭官
諸
君
の
心に
な
ま
く
し
く

宮ざ
み
こ
まれ
て
い
る
はず
で
あ
るに
か

かわ
ら
ず、
平
然
と
して
特
醐
調査
を
し

て
いる
こ
とを
、
こ
の菖
件
は
し
めし
て

い
るか
ら
であ
る
。
こ
の票
件
の
一刑
魯

が
は
っき
り
とい
って
いる
よ
う
に、
警

察側
の
解
釈に
よ
れ
は守
衛
の
許呵
さ
え
F

えれ
は
公
用私
用
を
と
わず
、
い
ー、ら
学

内
を梗
行
カ
ッポ
し
で壁
新
聞
を写
し
、

学生
の
思
慧動
行
を
鵠査
し
て
む次
富
.壇

腰
には
違反
しな
い
、次
冒
通
牒
とは
く

の
よう
な
も
のな
の
で
あ
る。
矢
内原
粟

大
掌長
び
、
畿た
一般
掌生
が
最
後の
一

線
ζ
して
弗
守
しよ
う
と
して
い
る次
冒

通
謬∫
ら
も
が、
曹
察
当
墨
には
一片
の

聖
交と
Lモ
あ
つか
b
れて
い
る
この
亀

冥
を
、
漢づ
確
認
せ
ねは
な
ら
な
い。

(三
)

こ
の
こ
とを
目
覚す
れ
ば
ず
るほ
と
、

い
Σよ
う
のな
い
償
りを
学
些
び感
ず
る

のは
自
然
の傭
と
い
わざ
る
を
えな
い
。

しか
し
当
日
の学
生
がこ
の
感情
を
で
き

るだ
け
払
制
し、
冷
静に
ゅ
とσ
を
も
っ

て
こ
と
を処
し
た
こ
とは
角
南
学些
課
長

も
認
め
b
れ
るに
ち
が
いな
い。
折
し
も

掌
長
ば
学
部畏
の
会
合に
出
席
しで.お
0

れ
た
に
ら
か
」わ
ら
ず、
学
生
の希
盟
に

応
じ
て
学
生
の前
に
出席
さ
れ
た
こと
は

掌生
}同
がも
っと
も嬉
し
か
った
こと

であ
る
。
「掌
生
の
匿
を蘭
、」
と
いわ

れた
掌
摂
の帽
条
は
、
まず
こ
、
で見
葛

な結
翼
を
みた
b
け
で
あ
る●
に
もか
、

わ
垂

部喪
は
鰻
縫
まで
掌
生
一同
と

この
問
題を
膝
を
寂じ
え
て
謂り
あ
う
こ

と
耳
拒
否さ
れ
た
のは
な
ぜ
だ
ろう
か
。

な
ヤ
名
学部
長
は
学長
ほ
ど
掌生
を
信
し

て
/、だ
.⊂
.な
い
のか
、
一体学
生
は
狂

犬
ね
の
か纂
徒
な
のか
?

そ
」/、さ
と

立
ち
去
っで
行
か
れ
る学
部
長先
生
の
う

しろ
か
ら投
け
か
けら
れ
た
学生
の
眼
は

⊂の
淋
しさ
を
物
漁
って
い
た。

(四
)

今
は
も
はや
掌
内で
些
細
ね問
題
で
対

立し
九
りす
る
と
きで
は
な
い、
学
生
も

充凱
壷職鯨
も
皆
　丸
と
な
つて
こ
の
愛

す
る学
園
を、
そ
して
知
識
人
の齢
り
を

守
りな
け
れは
な
ら
な
いと
き
だ
こい
う

の
が学
生
.毅
の
切
翼な
願
い
であ
る
。

巣
の禦
富芙
掌
は
掌
長
を先
頭
に見
事
な

団結
を
し
め
して
い
る●
こ
れ
に呼
臨
し

1¶ト イ

'3敏

日
本
官
僚
制
の
研
究

捗
国
召
へ
門の
娠
強

絹
弊
の
梱
謝
、
冒
僚
制
に
始

祐
,
科
、・
旧
-
男
の
メ
ヌ
を
加

汁
【

清

明

え
た
決
著
。
世
弘
醐
に
子
涯
目
.【一れ
て

い
る
こ
の
牡
璽

.η,
、-η
矩
の
語
現
象
を

分
析
し
、

ガ
の

P革
力
回
'
示
駿
」
る
。
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通
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済
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B
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一
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円

ガ
25

[る台河

新

井

恒
易

著

(日
本
教両
年
鑑
編纂
長
)

危
機
の学
生
蓮
動

ー
絶

⊥
匝
史
と

そ
の

農
望
i

歴
史
は回
転
する
。
諸
君
の
行
動
、
特
に学

-
発

治書院 編耀

 

生
運
動
は
明
日
の
歴
史
を
形
成
す
る
ブ
oセ
ス
明

定
価
一
八
〇
円

富冗

でなけ馨

警

に腫

としての論

㎜
藁局

著
を
諸
君
に
捧
げ
て
批
判
を
乞
い
た
い。
馨
者

中

-

--

l
l
-

1

大
阪
大
掌教
扱

高
木

耕
三
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譲
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医
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A
・
」

・ト
イ
ン
ヒ
ー
.白

嚢
鋒

洪

瀬

暴

寛

訳

試
煉
に
立
つ
文
明

麹
際
欝
⇔鷹
解
騨
嬉
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.●
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■1

0●

○●

Ol

◆ー

i

の
む
す
び

(
一)

四
月十
四
日
京
郁穴
学
ご
三私
服
警冨

が
掌
生
に摘
発
さ
れた
。
摘発
と
い
う醤

翼
が
妥
当
か
否
か
は
問
題
があ
る
にせ

よ
、
事翼
は
樋
発
にち
が
い
な
い。
聚大

ポ
ポ
ロ鷹
轟

以
来、
い
わ
ゆ
る次
官通

牒
が
塾
■の
自
由
自治
の
た
め潤
碗
認
さ

れ
て
い
る溺
罷
、大
掌
の
許
可も
え
ず
掌

内
を
瑞
■彊▼ウ
ロ
つい
て
いれ
は
ひ
それ

は
編
覇
轟
ε
る
をえ
な
い璽
し
浄
も=脚

8
慨
置
Φ
2
9あ
る
も
のは
襲
ぞ
掌

さ
せ
、引
しで
は
全知
識
階
蔽
を分
裂
ξ

せ
る
結
果
こな
る
。四
月
十
四日
の
亀
件

は
全
知認
人
に
た
いし
、
京
都大
掌
劣

を
む
け
るか
そ
の
先
頭に
立
つか
の
分岐

点
を
意
味
,9る
も
のと
い
って
も
、
け
っ

し
て
過
琶で
は
な
い。
繰
り返
して
い
う

が
学
長
令掌
部
長
偽教
授
匂臓儲
も
、
わ

れ
わ
れ
掌生
」
一し
ょに
腹
蔵
な/、踊
り

あ
し、
真に
全
学
園
.体
Gな
って
こ
こ

に対
処
した
い
と
8」う
の
か学
生
の心
か

ら
の叫
びで
あ
る
。掌
長
先
生
そ
の他
詰

先生
の
勧
一考
を
望
んで
や
豪
な
い.

一薪
虹
京
大
入

学
者

一
覧
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=噺
緬
川唯
否
貝
.-涌

雁
凋
艮
募
塵
腔

左
記
の要
領
で
、
学園
新
聞
の編
鮨
」興
臥
ピ黙
樋
のあ
る
学
生諸
兄
姉
より

}回
生
(字
冶
分
校
)か
ら
通鷹
員
、
二回
生
(吉
田分
校
)
から
編
協髄
を
募

簗
し
漂
す。

☆
通
信
員
樋
「、
資格

宇
冶分
校
生

一、
人
螢
若
干
名

一、
面接

五
月十
日
(士
)午
後
「時
よ
り

て
願
当
は
、
分校
鵬
務
室に
傭
付
けて
い
ま
す
から
、
九

日
ま
でに
取
り
に来
て
下
さ
い

☆
編
集
員
に
[、
碕絡

吉
田分
校
生

一、
人
員
若
干
名

一、
面縦

五
月十
七
目
十
=時
半

一、
応募
期
限

五月
↓
三
日叩
一、
掘交

自
由題

}、
膿畠
は
憲
社
(時
計
藝

レ
ン
ガ卸[物
ご
階)

☆
な
お
不明
な
点
は
本社
(電
掌内
「四
二番
)
に
お
閥合
せ
下
ざ
い☆

京

部

大

学

新

聞

社
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藤
田
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鵬
(昭 町つ1・18月6日 解53045署

面

が

馴
偉

H
「磯

創

職

釦

,6
,
二■言孝

三一・7̀
Ψ
一q一亨⇒

°こ
言
6
●師

第

二

融

通

へ
流

れ

る

電

氣

目
覚
し
か
っ
た
婦
人
代
表
の
活
躍

コ　
　

一昨
年
強
行
され
た
驚力
魯
椥
広は
、
胃
力値
下
げ
の
濠え

ロ璽

躍

もの毒

鵯
駝
駕

舗

謹

疑昭
榔

一篁
が
舅
会
薇
か
ら
峯
藏

て
い
る。
何
故
あ

}よう
な
値
上げ
が
やむ
を
え
な
ー、な
った
のか
、
電力
料

}譲
何
に
使わ
れ
る
のか
、
四月
+
昊

阪の
嬰
ク
ラ

騨大
循本
社
か
ら淀
川
の方
に
四
、五
十

米
、
さら
に
西
に入
る
と
「竃
力
は国
の

宝
運動
)
と
大
きな
ポ
スタ
ー
が
か
」
っ

て
い
る四
階
だ
て
の立
派な
ビ
ル
があ
る

こ
れ
が今
日
の
会曇

ク
ラ
ブ
だ〇

十
時か
ら
の
開会
に
定
刻す
で
に九
分

㊨
入
り、
関
係
煮
のほ
か
に熱
心
な
傍聴

者
も
=百
名
近
く
つめ
か
けて
い
る
。今

日
の
脳長
は
松
永氏
だ
。

☆竃
力
会
社
の
8

分
☆

開
会帽
頭
、
大
田旭
関西
嵐
力
社
長が

■
気
料金
値
上
げ
の
説
明
のた
め
に立

ち
冨胃ぴこ
」
に値
上
げ
を断
行
す
るこ

と
が
公
益冶
榮
を
あつ
か
る暫
の
買
任あ

る態
匿
だと
忠
う
」
と
悲
痛
な大
見碍

(?
)
を切
つ
て
約四
十
分間
そ
の
実状

を
述
べ
ギ
リギ
U
の憤
よ
げだ
と
し
きり

に
強
欄
した
。

「新
会社
董
復
の
愚天
の
課
題
とし

て
冒源
開
発
に努
刀
を傾
倒
し
、
=十

六
笙
蟹
二水
力発
竃
所
を自薩

さ
ら

に
箋水
力
発
竃所
馬
一一火力
発
彊所
の

新
艘に
着
工
して
い
る。
=十
七年
匿

に
は御
母
衣
外十
ヵ
地
点の
水
力、
多

奈
川外
三
地
点
の火
力発
■
所
を計
田

」で
いる
。
し
かしそ
の建
霞
資
金は

=
十七
年
度
四十
三
億
によ
る
が艶
返

h黄
金
の
打
切り
が
予
田さ
れ
今祷
自

力
開趣
の
方
法
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な

い
。し
か
る
に
=十
六
年度
の
榮績
は

奇
か
牟

昊
董

美
票

のた

め
、上
半
期
一憾
四
午
万円
の
赤
字、

下
半期
は
石
炭価
格
の昂
膿
に
よ
り十

歎
廉円
の
赤
字で
様
主
には
無
配
当で

あ
る。
=
十
七
年匿
原
価は
石
炭
費八

十
六億
円
増
、人
件
費
約十・五
億
円増

(給与
ベ
ー
ス改
訂
に
より
)
修
繕費

約
十六
億
円
増
(火
力
議

㈱
補強

お
よび
、
麺
殴老
廃
の
た
め)
冷見
こ

さ
ねば
な
ら
な
い

☆
活
溌
な
婦
人
の
活
躍
☆

つ
いで
欄
係官
庁
の
陳述
に移
り
、そ

れ
ぞ
れ反
対
の
璽
応謹
爪があ
り
、
いよ

鞍

噛殴
利
害
関係
者
六
十
六名
の
陳述

に
う
つ
oた
。
偶人
の
持
時間
の
わず
か

六
分
に、
で
き
るか
ぎ
り
のこ
と
を
しや

プで
の
公聴
会
を
たず
ね
た
。晶削日
夕
刻
、ス
ケ
ジ
ュー

ルを
た
ず
ね
るた
め
に、.公
益
鍛貧
会
大
阪府
恥
脇肩
左

お
とず
れ
たと
こ
ろ
、残
って
いた
扇
務
員
か苫
笑
しな

がら
「実
は松
永
さ
んご
」
に埋
絡
し
て
くれ
な
い
ので
一

ね・
…
」と
翻
った。
公
益
委員
会
委
爵
長代
琿
松
永優
一

左衛
門
民
のワ
ン
マ
ンぶ
り
で
あ
る。
(田
中記
者
)

一F

i

I

ー
ー
ー
1
」

ぺ
ろう
と
、
皆非
常
な
早
口で
窮
状
を訴

え
る。
こ
の
甲で
特
に
婦入
団
体
の活
躍

は
めざ
ま
し
か
った
。
最勧
、
婦
人団
体

は
最後
に
陳述
す
る
こ
とに
な
つ
て
いた

が
、中
食
後
、折
か
ら
の婦
人
週間
を
理

由
に、
私
た
ちは
薩

に仕
恥
を
も
つと

陳述
の繰
よ
げを
要
求
、け
っ實
よく
三

十
分繰
よ
げ
させ
た
。
漢た
京
都
生活
安

足
主婦
の
会
代表
、
森
定暮
枝
氏
は、
値

上
け
の家
計
に及
ぼ
す
膨響
を
説
明し
て

衝
力反
対
、
曇後
に
「きわ
顧
を
はり
あ

げ
「塞
郡
の婦
人
は
お
とな
し
く、
し
と

や
かで
す
が
、廿
五
万
の代
表
と
もな
れ

は
つ
い六
き
な
潤も
出
る
」と
飴
って
会

協
の笑
い
は
しは
ら
く
や
塵な
か
つた
。

「般陳
述
者
の
公益
姿
にた
い
ず
る反
感

は
瓢外
に
強
く
「鹸
名
いく
は
く
もな
い

公
益婁

三
」慾
永
さ
ん
は
反
対看
を

愛
国心
の
な
いオ
ジチ
慶
コチ
ロ
イと
ま

つ
たそ
う
だ
が、
即
座
にと
り
け
せ』
な

ど
の発
冨
は
はげ
し
い拍
季
で
向
えら
れ

て
いた
。

聖
〃餐

醤
団
峰
襲

榮
、農

写
翼
は
十日
、
六
阪
中央
竃
気ク
ラ
ブ

にお
け
る■
悶
会
の会
唱

築会
、
大
口産
集
、
婦
人団
体
、
株
土と

六十
六
番
目
の陳
述
ひ終
つた
と
きは
八

時に
近
く始
めか
ら
苦虫
を
か
み
つぶ
し

たよ
う
な顔
の七
十
歳松
永
爺
も肘
枕
、

傍聴
席
も
ガ
ラ空
き
でさ
す
が
にど
の
顔

も疲
労
の
色が
深
か
o
た。
最
螢
に関
西

躍力
か
ら
補足
説
明
かあ
戦

よ
うな
く

閉会
し
た
。

今
日
の
陳述
に
反
映
した
各
界
の慧
見

をひ
b
う
と。

☆関
係
嘗
庁
、
府
会
☆

阪大
自
然
科掌
実
験
費
に例
を
と
つて
三

割
値よ
け
は、
今
凍
で
物件
費
の
6%
で

あ
つた
、
罵
気料
金
を
8%
に
ト麿昇す
る

こと
に
な
る、
債
よ
げ
にと
も
な
う諸
物

価
の
値
よ
り
を考
り
よす
れ
は
更
に大
に

な
る。
私
立大
学
の
経
営キ
ン
パク
な
今

日、
値
上
げは
自
然
科学
研
究
の
一大
蜜

窺
ζも
な
りか
ね
な
い
とし
て
、反
対
。

(阪
大
事務
宮
)
日
米経
済
協
刀に
よ
る

第
二融
通は
原
価
を
割
つた
廉
価
で大
口

産
蛸え
供
紛す
る
の
で関
西
踏
方
の甲
小

企
榮
や
国民
生
活
を
圧迫
す
る
(東
都
府

会膿
長
)等
、
反
対
の雷
が
圧
倒飽
で
あ

った
。

註

笏
一一融
旭と
は
、
(日米
鮮
済
協

力
の
講
か
ら
政府
の
命で
ア
ル
ミ
、

硫
安
など
の
特
掲賑
藁
を
助拝
す
る
た

め
に
王と
し
て
、輿
北
、
北陀
への
蹴

力
蝕
通で
あ
る。

☆
労
働
綿
合
の
懲
見
☆

こ
の
饅
の再
値
上げ
は
電気
囁
髄
角
編

威
の
欠
点か
露
呈
した
も
の
で、
公
蓼

も
グの
本来
の
職
務を
忘
れ、
外
部
勢

に
屈
服
しで
榴
力
機関
と
堕
して
い
る
。

統
制
を
堂け
で
い
る鷺
力
料
金に
自
由
価

格
の
石
灰
を入
れ
る
こと
がす
で
r
矛
臆

ご
あ
り
、
小
[電
力
の犠
牲
にお
い
て
大

口電
力
乙
丙に
原
価
を割
つ
て販
売
し
、

大
衆
収
嚢か
強
化
さ
れる
。
と鋭
/、会
社

の
矛
眉
を
つ煮

電陀
労
働
首
の苦
し
い

労
働
"強
化
、
貧
弱な
▼更
生
施
轡
を
訴
え

た
。
(竃
産
関
西本
部
西
川餐
員
長
)

☆
経
済
団
体
の
悪
見
☆

踏
力
会社
が
電
力再
編
威
の趣
旨
に
よ

り
独
立
採算
、
自
土
的経
営
の企
藻
で
あ

り
、
経
営
が園
盆
で
なけ
れ
は
なら
ぬ
。

公
益
事
藁
であ
る
か
らと
云
つて
低
潤
金

を強
い
る
こと
は
赤
字経
営
を
しい
る
ご

と
Σな
り
、電
力
磁
畏
の増
加
して
い
る

今
日
竃
源開
発
は
お
ろか
、
現
有髄
哺
の

傑
覆
矩
新
さえ
不
可
能
とな
る
。電
游
開

発
の
資
金は
四
百
三
十億
円
を
必要
と
ゴ

るに
か
」
わら
ず
二
百
二十
億
しか
調
達

の見
込
みが
た
つ
て
いな
い
。増
資
す
る

と
し
て
も
現在
の
よ
うに
株
価
が額
面
を

割
つ
て
い
る状
願
では
だ
め
だ
。
(関
西

一経
濟
遮
白
会)
等
の僚
よ
げ
や
むな
し
と

云
う
藤
見
もあ
った
が、
平
均
=皿割
は
高

す
ぎ
る
の
圃が
高
か
った
。

☆甲
小
企
業
の
魯
饗

製
パ
ン
の電
力
鳳
は原
価
の
四●九
%、

加
工
賃
⑦
三四
%
を占
め
て
い
る。
製
パ

ン業
の
特
殊性
に
より
料
金
率
に特
別
の
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イ
ンド
シ
ナ
のト
ンキ
ン
にお
け
るホ

ー
・チミ
ン
軍
の
攻勢
に
対
し、
芯国
の

懸
念
は最
訴葱
激に
た
か
衷
って
来
た。

英
国は
従
来
ヘイ
ー
デ
ン外
相
も
丙明

し
た
ごと
く
、
稟南
ア
ジ
ア
の巖
大
の危

険
点
はビ
ル
マ

で
あ
ると
し
て

雪

シ
ナ
の寧

に
余

売
向
けて
い
な
か

、
ボ
ー軍
の
勢
力

近
と
み
に強
化
さ
れ

響
と
な
うう
と
みて
いう
。
しか
も
朝
鮮休
戦
会
読
甑

立
の見
と
お
しは
依
然
と
して
暗
く、
も
し
も揖
び

朝
鮮に
大
規
纏
な戦
闘
が翻
始
さ
れ
Σば
、
イ
ンド

シ
ナに
耐
す
ろ
米国
の
排助
は
倣
少
して
し
嵐
おう

と
醸念
し
て
い
る。

米
引
入
れ
に
や
っ
き

、
急
にあ
わ
て
出
して
い
つ。

革
国は
、
も
し中
共
が積
礁
的
に
イ
ンド
シ
ナに

聚
出
せは
、
フ
ラ
ンス
が到
底
こ
れ
を防
ぐ
こ
とか

で
き
な
いと
考
え、
イ
ン
ドシ
ナ
が
共産
国
と
なれ

は
、
マレ
イ
そ
の他
の
東
南ア
ジ
ヤ
に滋
大
な
脅威

=
■■1

8
2
▼■●一一〇一■●葛
0℃1

ε
・曹

英
、
防
共
熊
勢
樹
立
に
悲
観
的

一方
X
国
は、
太
平
洋
の
顎略鋤
点
を
日
本
・台

湾
・
フィ
リ
ピ
ン皆
結
ぶ細
と
し
てお
り
、
イ
ンド

シナ
に
対
して
は
毅
助
だけ
に
と
ど
め、
直
洋賊
争

に巻
込
よ
れ
な
いよ
う
に慎
廊
に
栂え
て
い
るQ

濠州
は
茨
国
の見
解
に同
調
し
、米
国
の
アジ
ア

政
庵を
誤
り
だと
し
、
日
本
・台
闘
・フ
ィ
リピ
ン

を
晶ぶ
ラ
イ
ンよ
り
も
、
栗南
ア
ジア
防
衛
に冷
力

を
注ぐ
べ
冑だ
と
し
て
い
る。
モ
して
譲
州空
矩
を

マ
レイ
に
派遣
し
ご
、
束
mア
ジ
ア防
循
に
・役
買

う
こと
に
な
,た
o

し
か
し英
国
の頼
み
の

綱
は
な
んと
い
って
も
米

国
で
あ
り、
米
国
が積
極

晒
に
藁
哨ア
ジ
ア防
衛
に

謬
加
し
て
く
れ
な
け
れ
ll一 ワ ド脚一 一

止でき奪

瓢

麺

輔

阻
　

最
近
グ
ーシ
ー
濠
州外
相
が
シ
ンガ
ポ
ー
ルを
訪
"

問
した
さ
い、
英
国
当
局番
と
ケ
ーシ
i
外相
は
、
"
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考
慮
をね
が
う
。
(大
阪
府
パン
エ
場
協

会
)
製品
は
原
価
を下
廻
る価
格
ぐ
販
売

せ
ざ
る
を栂
な
い現
状
で
料金
傾
トげ
は

コス
ト
高
で
影
響
が
大
き
い
(堺
輪
禦

会
)
等臓
藁
の
蓮異
に
よ
り
甑え
る
輿
状

は
違
う
が、
小
口
料金
は
大
口料
金
に
比

し
て
不
公平
ご
あ
る。
送
竃
ロス
三
十
%

は
多
ず
ぎる
、等
禺
口
同音
に
反
対
した
。

☆
農
業
関
係
者
の
弁
☆

科
金値
上
げ
は低
米
価
政
策の
下
に
農

業
驚
化
を困
難
なら
し
め
、
農尿
経
済
を

圧迫
す
る。
化
学
肥料
そ
の
他諸
物
価
の

高
騰
は農
家
経
済
に深
刻
な
る影
響
を
与

え
る
。
(兵
圃
都指
導
震
協
)農
講
用
料

金の
垣
用
を受
け
るも
の
と
し
て誘
ガ
灯

か
ん
か
い
排永
、脱
竸
調
整
の
三種
に
限

定さ
れ
て
いる
が
、さ
ら
に
大
は
ほに
広

げ
る
べ
きだ
。(大
阪食
璽
購
携所
)
等
、

圧
倒
的
に反
対
の
雷が
多
か
つた
が
、
甲

で
も
和服
を
蕃
た人
が
「私は
屑
気
で昨

日
嶺で
渡
て
い
た雷
て
す
が、
貧
し
い百

姓
の実
状
を
オ
山
ラガ
タ
に知
って
いた

じ
く
た
め
に無
理
し
て
出
て
来
た
ので

す
。
と前
置
さ
しで
購
細
農尿
の
上
に
い

か
に
な
るか
靴
考ズ
ず
、
た
"天
交
掌
附

数
字
のみ
し
か
示さ
れ
な
い
。今
匿
の値

上
げ
が貧
し
い
百姓
の
一家
庭に
い
かに

ひ
f
ー、かを
検
酌し
て
い
た
ゴき
た
い。

農
村
の人
身
売
買、
ア
メ
リカ
護
桑
に
よ

る
比
迫
の
}因
をな
し
て
い
ると
反
対
し

た
の
は心
を
強
ー、う
った
。

☆
婦
人
団
体
の
一瞥

餐

今
日
の聴
聞
会
で最
も
花
々
しか
つ
た
の

は
婦
人団
体
の
陳述
で
あ
つ
た。
家
計
ポ

に
及
ほ'
膨
響
を詳
細
な
デ
ータ
ー
に
よ

つ
て
脱明
し
、
七人
の
代
表宿
は
命
鱒絶

型
反
対を
叫
ん
だ、
前
回
の値
上
に
よ
り

交
填
水
潟
、
ガス
籔
の
基
本物
価
及び

諸
物価
が
必要
以
ヒ
に
駆栗
値
上げ
を
さ

れ
た。
電
熾
と電
力
と
を比
較
し
た腸
合

供
給面
で
二
割
尼b
ず
の電
灯
料
金
が収

入
面
Cは
三
分
の
「を
占
めて
い
る
。ソ

ノ
筋を
何
故
て
のよ
う
にこ
わ
が
る
のか

石
庚を
遠
い
ア
メリ
カ、
イン
ド
から
買

わ
ず
に良
質
でし
か
も
値段
も
運
賃
も管

い
国
かろ
何
故
買わ
ぬ
(闘
西
主
婦迎
合

会
)磐
名
す
ぐ
に三
十
万
頭が
鯛
凍
つて

お
り、
こ
の
国
民
の田
を
無視
出
来
る
か

と
は
げし
ー・護
長
につ
め
よ
つた
。
(京

都
生
活
宏定
主
婦の
会
)

朝
から
十
時
間余
り
か
Σ
つ「た
聴
闘会

も
よ
うや
く
終
り、
帰
途
につ
い
た
が、

ず
で
に電
燈
の消
え
た
竃気
ビ
ル
に
朝
と

同
じ
「電
力
は
国
の遙
動
」
の
ポ
スタ

ー
が
目に
つ
く
。ふ
と
思
いだ
し
た
が隔

戦
時
中な
ん
と
か
云う
オ
ゴ
ラガ
々
が、

「国
療の
繁
栄
と
は国
土
の倣
底
的
開発

を
云
う」
と
う
そぶ
い
て
いた
か
…
…。

『世
の
中
の
仕
組
』の
重
圧

ー

農
村
の
苦
悩
を
琉
地
に
み
る
ー

小

柴

健

國
際
派
・孤
立
圭
義
ε
対
決

闊
は
いま
大
統
領遇
華

の
予選
が
各
州で
つ

ぽ
つぽ
と
行
われ
て
い
るが
、
米国
が
観

在
世諏
に
占
めて
い
る
地位
か
らだ
れ
が

今
年
の大
麟
旧喉
禰
に
なる
か
は
米国
国

ぱ距
n
で
な
く世
腺
召国
の重
大
関心
廓

と
な
,て
い
ら
。

こと
に
今
年
の強
撃は
、
ア
イ
ゼン
ハ

ワー
元
帥
の出
馬
と
、最
折に
おけ
る

ト
ルー
マ
ン大
続
租
の出
燭
断念
の
雷

明に
よ
,て
、
い
やが
上
に
世界
の
関

心
を跳
め
、さ
ら
に
逝孤
立
ま儲
と
い

われ
る
タ
フ
ト上
院
瓢鯖
が
共和
党
の

最
凋力
候
補
の
「人
とし
て
鰻近
ま
す

ま
すそ
の
地
盤を
固
め
つつ
あ
ると
い

う
恥実
に
よ
って
、
い
っそ
う
意鵬
潔

いも
の
と
な
って
い
る。

國
昭

罐
噸
接
塘

ン政
摺
の
い
わは
国
際主
緒
的
外憂
政
策

を烈
し
く
攻
離ず
る
とと
も
に
、共
和
髭

内
の国
際
派
およ
び
同派
の
蜜樽
す
る
ア

イ
ゼン
ハ
ワ
ー元
帥
に決
戦
を
いど
ん
で

い
る●
そ
3
しπ
朔
点か
ら
みる
と
、
次

■簾
擢
藁
嚢

藝

と
讐
と

交
政
策
の
喰
違
い

田

と
もさ
る
こと
な
が
ら
、圓
■
は
む
しろ

孤
立派
と
広
い意
味
で
の国
際
派
と
の対

快
にあ
る
と
いえ
る
ので
は
な
い
か●

で
は
い
oた
い
新
掘立
主
麟
とほ
な
に

か
。
●
書は
昨
年
ワシ
ン
ト
ンで
タ
フ

ト
願
塁

寛
k
頂
璽
蟹
立
主
儲

の解
明
を求
め
た
ので
あ
る
が、
同
醐

員
は
「私を
弧
立主
義
魯
とよ
ぶ
と

は
、
と
んで
も
な
い嘲騨
で
あ
令
トげ

ル竃
マ
ン、
ア
チ
ソ
ン
一派が
勝
手
に

は
り
つけ
だ
レ
,
テル
に
す
ぽな
い
」

と
大
い
に償
慨
して
い
た
。

捌

梶
鷺
隠

ティ
ン
龍這
も
マ
コ
ーミ
郭
ク大
佐
も
、

新孤
立
主
嵩省
と
いわ
れ
る
人
は々
、
す

べで
孤
立主
磯
盲
とよ
ぼ
れ
る
こと
に
烈

し
く抗
譜
∫
る。
事実
十
八
世紀
に
ア
ダ

みス
が
唱え
た
よ
うな
、
倣
底
した
孤
立

主
鷹
は
現代
の
世
騨に
は
存
在
の余
地
が

な
く
、
そ
の濾
味
では
確
か
にタ
ン
ト
醸

員
も
孤
立主
"
轡で
は
あ
りえ
な
い
。
し

か
し
国
験連
食
、
北大
西
薩
条酌
、
そ
の

値
も
ろ
粥ろ
の
同
躍
や協
定
によ
oて
、

米
目
が他
国
と
の遅
台
に
、
峰嵩
を
や
つ

康

正

す
こと
ほ
け
しか
ら
ん
と
い
い、
ま
た地

上躍
の
淘
外派
遺
や
、
巨額
の対
外磯
助

に
盲型圓
う
から
反
対
凸5るこ
れ
ら
の人
肉

の厨
勘
をみ
る
と
、
ζζ
に
は孤
立主
蓑

的
精
練
の復
活
を
照じ
な
い
わ
けに
は
ゆ

か
な
い
o新
孤
立
主鷹
と
い
う
レ
タテ
ル

は
不
当で
は
な
さ
そ
うで
あ
る。

昨
年
マ
ジカ
ー
サ
ー元
帥
の解
任
を
め

ぐ
,て
展
開
さ
れた
大
外
交諭
弟
を
注

憲
傑
く検
討
ず
ると
、
新孤
立
主
羨
書

と
いわ
れ
る
人
々
の考
え方
は
、
ア
メ

ーー
カ
蛸
}主
鵬
と
い弓
点て
は
、
過去

の
孤立
主
贋
よ
りは
る
かに
ア
グ
Ψ
ジ

シ
ツな
笹
格
をも
ち
、
禺
質の
共
産世

界
にた
い
し
ては
、
む
し
ろ檀
囹
的
な

外
交的
、
坦
縦
的措
麗
を嗣
ず
ぺ
営だ

と
して
い
る
点が
注
目
をひ
く
。
しか

も
こう
し
た
覆
極的
措図
には
足
手ま

と
いと
な
る
連合
国
な
どは
不
必
要で

米国
が
自
由
に独
自
の
立場
で
行動
せ

よと
い
弓
噌
え方
が
は
っき
り
現
われ

て
いる
。
新孤
立
主
儲
とは
嬰
す
るに

アグ
レ
ウ
,
シな
独
往
主義
だ
と
いえ

る
わけ
で
、
いb
ゆ
る
孤立
韮
鷹
と結

び
つい
て
瓢え
ら
れ
る
バシ
フ
ィ
ズム

や
、
単
純な
甲
立
妻
の
影
は片
り
ん

だ
に
みら
れ
な
い
ので
あ
る。

團
立主
轟
は
広続
胸
に

対
ヨー
ロ
ノ
パで
あ

り
、
ア
ジア
に
は
か
って
適
用
ざれ
た
こ

と
の
な
いこ
と
を
象

3べ
きだ
。
新
編

立
王
縞は
国
府
坦
の大
睦
反攻
を
皮
持ゴ

る。
ン
蓮
は
そ
の堀
合
立だ
な
い
と
いう

も
し立
で
ぱ
ど
妻

ると
い
う
こと
の

答
え
は
な
い。
答
え
は
ない
が
だ
れし
も

全
面
職蛸
}の発
生
を
想像
す
るほ
か
な
い

だ
ろ
う
。

似
よ
大ざ
っは
な新
餌
立
王義
の
脱
明

だ
けで
、
予
定
の紙
数
を使
い
果
し
て

し
ま
ったが
、
欧
州で
は
ト大
続
領
の

不
出
馬
缶明
に
皐
くも
米
の孤
立
主
綬

　化士懸
訟
し
て
向き
が
あ
るよ
う
だ
。

そ
の
一方
エコ
ノ
ミ
ス
ト
誌
の
よ
う

に
、ト
ル
ー
マ
ン珊
政洩
か絶
}歪

孤

立派
の圧
力
を背
後
にも
つ
こ
と
は、

退
くこ
と
ので
き
な
い危
険
な
状魍
で

あ
ると
して
、
む
し
ろ圧
力
の
根
源で

あ
る
孤
立派
での
も
のが
政
権
の座
に

つく
方
が蓮
退
の
鼠由
が
生れ
て
ま
だ

し
も
唆全
で
あ
ると
み
る
向
きも
あ
る

團
ら毛
月
の両
覚
金
国

犬
会
勇
、
蒲

選

挙
や
州大
会
が鳴
物
入り
で開
か
れ
る

一

こ
の
町
は
添
思
藩
な
町
＼
あ

る
。
民
尿

は
,
ぺ
で
荒
轄
た
か
、
部
落
に
四
、
五

町
H
壁
の
顕
功
あ
る
。
こ
れ
か
地
主

の

寮
ぐ
あ
り
、
こ
の
阿
礼
は
}
0
人
の
地

†
ボ
始
と
の
眺
地

～
田
林
ご
持

って

い

㍗
。
腿
川
改
革
、・
耕
増
の
方
は
小
年
人

ー7
売
リ
町収
.」
れ
た

い
、
全

親
方
、
小

方
の
関
嫡

・
肌
瑚

、れ
起

の
ぐ
、
か
.

て
の
小
作
人
は
、
改
革
翫
廻
洲
醐
農

と
嘘
」

地
上
に
朗
ひ
上
り
な
い
。
こ

の
谷
は
酬
鼓

い
谷
間

の
中
に
あ

ゆ
の

で
、
+
瑚
か
の
く
、
浬
り
気
く
多
い
が

ら
、
小
作
閥
廉
の
強
い

恥

'相

漢
っ

で
、
丹
氏

許
-ー
メ
ン

の
ー

ー8
地

て
あ

る
。[猿

㎜竪

ほ蕊
謙
琳

た
企
難
で
、
モ
ー
喫
ー
を
使
っ
て
お
り
、

"
鶯
妓
術
は
西
陣

へり
旭

ーで
い
る
か
、

圏
一割

輯一檜=
一
「

曾一
馴
一噌讐===
一『

が
、
全
囮
ベ
ヘバ
」正
丈
候
禰
い
決
ア
♂
5

よ
で
の
全
軽
過
は
、
要
㌔q
5
に

.
部
政
宜

ボ
ス
、仏
い
し
小
牧
の
党
有
力
南
の
お
h
・嫉

り
だ
亡
い
つ
ご

も
過
召
ぐ
で
は
な
く
、
蕾

た
過
ム
の
囲
岱
駐
-.ら
予
選
当
初
の
"
力

候
補

ひ
全
国
大
会
ぐ
騒

・う

♪
ち
ゃ
れ
る

こ
と
は
珍
り
し
ー
、な
い
。
現
在
の
没
階
ぐ

は
正
式
候
禰
の
予
想
な
ど
は
ま
っ
た
/
・不

可
能
と
い
弓
の
か
本
当

し
、
外
国
人
の
わ

れ
わ
れ
か
い
ま
か
b
気
を
も
む
こ
と
も
な

い
わ
け
だ
が
、
そ
の
底
を
流
れ
る
弧
立
ユ

竣
盗
国
際
予
禽
こ
の
対
決
は
わ
れ
わ
れ
も

大
い
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

(共

璽

梱

柾
公
塁

)

恐
ろ
し
く低
賃
金と
酷
便
を行
い
、
また

零
細
な企
藁
で
は、
農
藁
に片
尾
を
入れ

て
い
る。
だ
か
ら餓
屋
は
なか
な
か
倒産

せ
ず
、犠
牲
乞封
建
的
な
士地
関
隈
の甲

に
持
り込
んで償
いさ
せて
い
る
。

私
ピ話
仁し
た鰻
さ
んは
嘱
「日
八時

間C
六
卜
円
、
+
間
働
い
て
八+

四円
た
とい・ρ。
ど
の人
は
鼻
習
工で

あ
.に
か
、
}人
肘
にな
る
の
に
茎先

の鰻
用
な
人、」7
町
以上
か
Σ
り
、そ

の
商潤
は

四Q
円
た
イう
で
あ
り。

初
め
の
年
間は
偽
春3
ば
か
り
で織

ひ.しr
'
れ
な
い。
私は
あ
る
繊
展に

コ
リ
、⊥
円～
は
ひ
どす
ぎ
⇔
。
三

圷
聞ち
」白
円
以下
の
網闘
ぢ
ゃ女
工さ

ん
か珂
虻
くうだ
」
と
いう
と
↓
わ
し

ら
のF
∂物
は
弘術
口m菟
下
芋
に織

ら
れ⊂

枚
で
二、
一二千円
も
損
した

ら
、女
工
の
船科
}ヵ
月分
を
只
で
く

れで
や
⇔よ
うな
ら
ρ
だ」
～
滴
ま
し

で
いた
。

繊
匡
は

ハ
デ
に
暮
し
ご
い

」が
酌
捗
嘉

～
取
例
し
て
い
る
た
め
に
、
町
政
に
鰯
関

心
ぐ
ち
,
ん

ひ
、
打
ち
つ
Ψ
く
金
う
顎
り

一一■一=¶"一
噂一
一一;「一

圏一"

一一一=
==

は
、
〈品
岬
鮒
、」
め
リ
同
峙
に
具
体
的
で

あ
6

こ
い
う
」
と
ぐ
あ

O
。
廻
性
と
恥

㍗
～
の
緊
岡
ノ
粘
ひ
つ
き
、
こ
れ
が
フ

.
、、ゾ
ス
の
右
学
為
い
し
層
酬
の
根
本
的

な
"
格
ぐ
あ

、5
こ
い
っ
ご
よ
い
。

こ
の
性
格
は

」
の
叢
麟
に
も
極
め
て
よ

'
・め

っ
わ
れ
て
い
る
。
他
の
叢
膚
に
比
し

て
自
魅
科
掌
闇
係

の
も
の
か
比
較
的
多

い

ζ
い
う
こ

・」
も
ソ
ラ
ン
ス
の
知
性
の
傾
回

ロ

を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が

}
般
飽
な
概

論
と
か

教
糾
£
と
い
っ
た
も
の
で
は
な

く
、
個

々
の
恥
象
に
即
し
て
お
り
、
し
か

も
そ
の
嚇
象
に
即
し
て
広
い
学
門
的
視
野

が
開
け
る
よ
う
に

価
か
れ
て
い

る
こ
と

は
、
理
性
と
事
輿
と
の
結
合
と
い
う
性
絡

売
示
し
て
い
る
。
た
と
え
は

Q
麓

の
歴

史
」

「超
護

の
活
」

「算
法
の
歴
墨

「原
チ
カ
」
「
礎
率

し
生
活
」
「置
巴

鱒
)
o

け

こ
の
こ
と
は
無
舶
人
交
科
学
単
位
の
も
の

に
つ
い
て
も
あ
て
は
漢
る
こ
と
で

あ
る
。

ま
た

フ
ラ
ン
ス
的
理
性
の
鴨
色
の
[
つ
で

あ
る
幾
何
学
附
な
明
晰
さ
は
、
こ
の
鍵
盛

の
一
つ

「
つ
に

「要
領
」
の
よ
さ
、
い
う

強
味
を
附
加
え
て
い
る
。
私
が
就
み
得
た

も
の
だ
け
に
っ
い
て
も
、

「
英
又
掌
更
」

「
ド
イ
ソ
交
掌
毘
」
「
フ
ラ
ン
ス
薮
命
」
範

は
、
欄
威
あ
る
各
著
者
の
膀
葡
な
知
識
と

共
に
、
・て
れ
を
翻
め
ヒ
卿
述
の
要
領
の
良

さ
だ
け
か
ら
い
っ
て
も
傑
搾
と
い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
こ
れ
ら
の
莇
物
は
そ
れ
ぞ
れ
㊨

分
野
に
一案
知
の
人

の
た
め
に
階
か
れ
て

い

に、
町
か
b補
助
金
を
えん
も
のと
、
昨

年町
会
調冨颯を
十
名
も送
り
出
した
。
ま

た麗
協
か
ら供
出
代
金
を融
資
させ
て
、

コ
ゲ付
か
し大
間
題
を起
し
て
い
るo

蕊
姓籠
r
蠣
顯
舗

臣
を
侮
ったり
して
金
と
も
っで
いる

が
、大
多
数
の農
民
は
自分
の
田
だけ
で

は
到底
食
え
な
い。
負
農
の鰻
、
娘
のい

な
い所
は抑婁
が
皿旧い
甲
か
ら
織
屋
へ行「

き
、始
め
の
中
は八
十
四
円也
を
毎
日親

爺
に受
す
、
嵐子
と
親
爺
は暇
を
見
つけ

一十
世
紀
の

"百
科
全
書
"

一

現
在
の
知
的
水
準
で
は
や
や
難
解

矢

藻
難

曄
講

平賜
な
形
で
広
く網
羅
して
い
る
点で
特

色
があ
る
。8

臨

O
己o
輪巴
輪∴
①
吻
(私
は
何
を知
っ

て
い
る
か
)1

であ
る
。

文巌
「ク
セジ
ュ」
も
また
こ
の伝
続

に
迎な
り
、
二十
世
紀
の百
科
を
心だ
ら

内
原

伊
作

鋭
趣

蟹

繍

辮

こ
のモ
ン
テ
ー
[=
の
官塾
は
、
曹
地
は
、鴨
に
こ
のよ
う
な
線含
的
な
入門
麟

「何
も
知
りな
h」
と
いろ
漉
疑
爾
の
か嬰
盟
,qれ
つ。
こ
の踊
讃
は
宅成
の
暁

表
明と
解
さ
れて
い
る
が、
知識
や思

には
イ醇
に4
9る
て弓
で
あ
O級

そ

想
を出
来
上
った
も
の
とし
て
固
足
し
の恥
囲
の
広
dと
共
に、
嚢

省か
そ
れ

絶対
化
す
るこ
と
に
対す
る反
礎
こ、

それ
の
鯛
域で
の
燈
高ム
醜
を
占
める
大

「私
は
知
るこ
と
を求
め歪

と
いう

疲ぐ
あ
つこと
は
、
いま
さ
ら
に
フラ
ン

強
い知
識
畝六碗
み
とら
な
け
れば
、
ス
⑦
文
佑永
頑
の
隔
d着
考
えさ
せ
る
。

モン
テ
ー
ニ
ュの
真
廠は
失
われ
る
で
こ
の
躍
甫
かす
で
にヒ
ヵ
国
粕に
駅
さ
れ

叢
難
藤
麟
纐
露

雍
醜
遜
で藷
鑓

蝿
会
匹
開
いた
。
こ
の村
の
甲
心部
に
は

純
農
は
か
0
のA
部
冶
⊂、
織
記ば
か
り

のK
部
.伯かあ
○の
で、
A
の子
供
と
K

切戯
馳禦
難
麓
匙
塑

ん
ぜ
ん
違
う
、
K
則
ち
織
歴
の
,ナ
供
は
例

外
な
/
、サ
ノ
パ
リ
し
た
恰
好
を
し
て
い
る

の
に
、
A
躍

5
農
民
の
チ
は
み
ん
な
モ
ツ

映画部ニュ ース
四月=十四日(木)
め し

威瀬己暫男監督原,上原王醸
四月=十六日(土)
悪魔 の美 しさ

鷲 ジ藷 簿氾 聖 奏 演
同時上映ピカソ訪問

於西部縫 京 大映画部

 

サ
リし
た
恰
好た
っ之
。私
塵
は
A部
落

の子
供
と
友
遼に
な
って、
での
晩子
供

の
廉
へ遊
ぴ
に行
った。

こ
の村
.㌧は
A部
店
ピK
部
落
乙
の対

立か
激
し
/、、
村
会
調昌
の
選
學は
激

烈を
極
め
る
てう
で
あ
る。
あ
る羅h民

は
「今
の
世
の甫
じ
ゃ、
村
長
なん
か

誰が
な
っても
、
供
出
、税
金
が騒
く

なら
な
い
。だ
か
ら
村
の甲
で
どう
割

当
て
る
か
が問
題
た
。そ
れ
は厨
会
議

一

ll馨
1難

銭 合 ン

藍鵡 ン嘆 食

塔一一ざ、葺 〒価」
二4.サ 十十蕩 ラ 六丙
:二っピ 円円
トて7

 

で、
危
い
材
木運
び
や
って
い
る
。

あ
る胃
年
の嶋
り
「
「この
谷
は物
価

か闘
い
。
宮津
風
竹
輪
一本
か
四円
五

十銭
だ
の
に、
こ
Σ
で
は六
円
五↑
銭

もず
る
。
胃
年団
で
、消
質
組
合を
作

り、
少
し
でも
生
活
の助
け
に
しよ
う

と計
画
し
て
いる
」
と話
し
て
いた
。

また
「米
が自
由
販
売に
な
ると
～
わ

しら
は
まず
ま
5
食
えな
く
な
って
、

親万
、
小
万が
拠
活
ず
るだ
ら
う」
と

地
土の
斑
活を
恐
れ
て
いた
。
あ
る部

一

落
には
㍉
地主
の
山
の木
を
盗
んで
、

鰭
察に
引
つは
ら
れ
た冑
年
が
いた
が

「盗
伐
は
良
い購
か
悪
い蔑
か
」
と胃

年
団で
諭
顔が
沸
膀
し
てい
た
。

=
一≡
≡
一一=
曹§
噌贈
一≡
≡
富=
翼噂§
…
08コ=
一≡
§
≡
3一一=O一冒
伽寓
一≡
噂=
一§
=ロ

「ると
は
いえ
、
かな
り
贅
い知
的
水
纏か

読
喬
に
要求
さ
れて
い
る
た
め、
[般
の

睨
沓
に
はや
Σ難解
か
も
しれ
な
い
。し

か
し
こ
の程
度
の難
解
さ
はわ
れ
わ
れ
の

知
困
永糖
での
もの
を
闘
める
た
め
に必

要
な
も
ので
あ
ろう
。
11
自氷
社
刊B
6

略
一四
〇
ペ
ージ
各
冊
「二〇
ぺ
ージ
"

(大
阪大
学
家
掌部
助
教撰
)

一一一
}

自
の
物
4物
ろ
實
う
。
今
わ
し
の所
の

村
議
は
K
よ
〇
一人
少な
い
か
ら、
わ

し
っの
税
金が
重
い
」と
く
や
しが
っ

て
いた
。
掌
や
揖
軍備
の
問
題
につ

いデ
関
ー、～
「
}人
残
ら
ず
「わ
しら

を⊂
れ
以
上
苫
し
め
る
署

は
御
免

だ
。
こ
の村
で
予
備
隊に
行
った奴
は

「年
た
つと
、
大
部
婦
って
来
た」
と

い
って
h之
。

騙
擁
錘

日鴨
擁
鑛

蕪廉一
惣 論 瀟 甜 ぢら辮 錨 駆 舗

聴欝 黙 簸 藻甥臨 髪
爆
命法身

牢 撫1鱗蕪灘と人済う合いす帰本政心門溺ぜ、反

 

体
よた
は
財雇

の傑
幽
の
た
め

に蓋

を
甲止

さ
せる
頻
が

あ
ると
認
めら

れ
る場
台
旅券

の返
納
を
命ず

る
こと
が
でき

もち
ろ
ん外
務
省
と
して
も
こ
れ

だ
けご
は
心
許な
か
った
と
み
え
、

強引
に
/、っつけ
た
の
が旅
券
法弟

十
三条
第
五号
-

外
務大
臣
に
お

いて
いち
じ
るし
く
か
つ直
按
に
日

本国
の
利
益蚕
た
は
公
宏
を
轡
す
る

行篇
を
行
うお
そ
れ
あ
ると
認
め
ら

れ
るに
足
り
る相
当
の
理
由
ひあ
る

者
ー
に
は発
給
し
な
い旨
の
規
定

であ
る
。
これ
が
掌
術
会
議
で
も問

題
にな
り
財界
人
C
あ
る帆
尼
氏
な

んか
は
ての解
釈
に
つ
い
て
提
訴
ず

ると
か
、
大
阪甫
大
名
慾
教
投
に
い

わせ
ると
「棄
る
」犯
罪
人
紘
い
て

非
制識
も
はノ
は
た
し
い」
規
た
と

いわ
れ
て
いるも
の
し
あ
る
。

も
し
こ
の規
牙
¢理
由
に
旅
寿
を

発
泊し
な
いと
い
う
の
.㌦あ
れ
は、

「

l
I
l
し

を
稻
皿翫
的

(
意
味
に
お
い
て
旅

均
ル
申
甜
㌧
人
者
は
即
刎
ひ

っ
ー、ー
、レ
れ
な
け
れ
は
〃
自

由
国
日
ム
〃
の
メ
ン
ノ
も
保

で
ま
い
黛
ご
て

い
ね
い
に
も

旅
寄
は
発
指
て
き
な
い
と
い

う
通
知
"
、に
米
国
A

●
F
・

L
の
回
答
を
く
っ
つ
け
た
ゆ

}}

にあ
る
、
丹後
百
姓
「揆
の
江謀
嶺新
兵

衛
の
遡
族
の尿
へ語
を
聞き
に
行
った
。

ち
い
さ
んは
七
代
新
兵衛
が
歎
万
の百

姓
と
ひ
き
いて
宮
津城
を
包
囲
しへ
年

更
と
日錠
を
免
除
させ
た
こ
とへ
新
兵

衛
が
宮
津
の浜
で
打ち
首
に
なり
、
獄

門
に
さ
らさ
れ
た
こと
、
私
達
が囲
ん

で
い
る
イ
ロリ
を
指差
し
て
「役
人
が

召
取
り
に来
た
と
き、
新
兵
ヱが
す
は

や
く
、
}礫
壕
判状
を投
け拾
て
た
の

は
こ
の
イ
ロリ
だ
。昔
の
鯉
だ」
と
感

慨
礫
ー・囲
った
。

私
遼
は
「お
ち
い
さん
も
負
けん
で
や

りな
さ
いよ
。」と
い
うと
「
「わ
しも
こ

んな
璽
い税
金
と
供出
や
で
何
とか
や
ろ

う思
弓
が、
世
の
甲
の仕
組
が
違
うも
ん

でむ
づ
か
しい
な
。
今は
昌後
だ
け
の
問

題ぢ
ゃな
いけ
ん
な
o」とポ
ツ
リポ
ツ
リ

と編
った。
私
幽
は
隅
の膏
を
開き
、
黒

ぴか
り
ず
る礫
太
を
眺
めな
が
ら、
眠
り

に浩
b
て行
った
。

(京
大
経済
学
部
学生
)

灘
縄

◇
日
本
に
い
る
ア
メ
リ
カ
人

(
ク
ル
ガ
ノ

ノ
蟹

高
木
秀
人
訳
)
裂

に
ー
ソ
ツ

ェ

ト
記
楢
の
ニ
ノ
ポ
ン
日
記
1
と
.あ
る
む
著

占
は
叔
ス
通
俗
-"
壱
。
曜
木
飛
行
働
穏
来

喫
京
、
亭
郡
、
長
吟
、
大
阪
轟
幣
取
材
し

時

の

「峨
甲
己
」
C
あ
b
。
し
か
し
ゲ

イ
ン
の
で
れ
と
は
ち
が
い
、
こ
＼
に
出
ご

ー、る
い
ろ
い
ろ
な
恥
件
、
小
翼
の
切
実

α

深
列
さ
、
踊
人
さ
は
単
純
な
バ
ク

ロ
C
は

な
い
。
細
か

い
点
ぐ
は
欄
維
は
あ
る
に
し

ろ
、
社
Ar
i
黄
国
人
の
み
κ
H
本
の
姿
は

わ
れ
わ
れ
に
多
く
の
示
唆
に
な
る
。
と
り

わ
け
虫
大
肋
悶
の
所
は
喰
大
生
に
と

っ
て

闘
味
濃
い
も
の
び
あ
る
。

(
五
月
甫
炭
刊

B
6
版
二
五
ロ
頁

7
0
0
円
)

ー

-
ー

ユ

●
に

卿

ド 　　コ　 　 　 ロ　

iり ょけ

 

え
ん
で
あ
ろ
う
。
当
然
⊂
の
親
足
は

行
政
磯
関
の
主
戸
的
判
断
の
は
い
る

余
地
の
な
い
限
匿
に
お
い
て
解
釈
す

べ
営
も
の
だ
'
学
界
の
多
'
・は
み
て

い
る
。

高
戸
女
～
の
唱
/R
「行
先
奔
遍
加

変
更
し
レ～
の
た

∂
..第
二
↑
三
条
に

ふ
れ

槻
年
以
ド
懲
役
三
石
円
以
下
」

と
い
う
意
見

も
で
て
い
る
が

百

本
か
ら
ソ
ヴ
ェ
・、
へ
行
く
の
.ー
は
依

・、他
の
剛
か
っ
ソ
ゥ
ェ
ト

へ
、
し
か

も
ソ
ヴ

ェ
ト
の
許
呵
γ
λ
て
い
る
の

た
か

っ
問
魍

ぱ
ハ
」
と
の
磁
見
か
強

/
外
務
首
濯
航
,
し
も

「ソ
哩
以
外

の
国

へ
の
行
先
哩
加
の
先
例
か
あ
O

以
上
」
問
団
な
h
旨
の
見
解
を
発
表

し
て
い
る
。

る

る
ー

を拡
大
適
用し
て
「ソ運
ほ

帆
榮
約国
て
あ
り、
わ
か
同胞
も
数

し
れ
ず
大引
湯
げで
行
方
不明
で
あ

6
」
と
親
心
を
ふ
り
漢
わ
し
て
い

t
。
これ
は
帆逆
民に
い
わせ
る
と

「H
本
の国
電
や
バ
ンス
ケ
の街
が

よ
,ぽ
ど生
命
、財
産
の
危険
に
あ

り
」
さ
りに
左
翼
の人
に
琶わ
せ
る

と
霧

楢
の
数
はか
り
ひ
9あ
い

に
だ
ず
が
、
硫
翼
島
に
は
名
も
し
れ

ぬ
ガ
イ
コ
ソ
が
横
わ
り
、
あ
る
魁
ぐ

は
H
本
兵
ひ
ま
だ
闘

っ
て
い
る
と
い

う
の
は
と
こ
ヘ
カ
ン
ジ

ョ
ソ
し
炉
～」

と
い
う

〕と
に
な
の
「
こ
れ
つ
の
反

嚴
を
ま
つ
豪
e
も
な
ー
、高
良
女
啓
は

「大
変
い
エ
待
遇
だ
」
と
い
っ
で
い

斎

・た
.

終

 

つか

 

り
噛

「者

ま

力

に初
か な 協
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ま4途のへ由自
〉さのそ の 道 程

ー

各
挿
論
字
ア
キ
ス
ト
参

.ワ書

は
何
で
も
、
そ

の
他
淋
短

一
幻
ω
御
川
.鹸
φ

:
…

ナ
カ
ニ
シ
ヤ

覗
御御
進
学

入

学

ヨ

本
紙
で窮

号
に
報じ

た
、
行政

管
瑚
庁
の

{美
人父

科
研
、木

材
研
の整

理
勧
呂に
つ
い
て、
人
交
科研
の
桑
原武

夫
先璽
、
例
の劇
子
で
「研
究所
の
裳
問

的
使
命を
な
が
く
と
醗
明し
て
勧
告に

反
対
す
るよ
り
、
いま
の
政府
に
ゃ
〃こ

の
研
究所
は
墨
賜
のも
の
でず
〃
と
い
,

た
方
ひず
,と
き
Σめ
が
あ
るよ
」

音
、色
、監
督
の
う
ま
さ

-

M
・G
・Mi

旅
の
鵬博
師
に
心
葱か
れ
郁
臼に
は
し

一,た
シ
膠
ウ
。ポ
:
ト
の鯉
榮
心
に
描

[い藷

福
・
つか
の
間
に破
れ曼

父

母
の
下
に帰
るが
、
数年
後
漸
く舞
台
に

立
つ程
に
成
長
した
我
が
子
への
慶
にほ

だ
され
て
農
った
夫
と
国婆
、
も
と
のさ

や
へと
い
う
のが
ス
ト
摯
リー
●

一九
=
七
年ブ
ロー
ド
●シ
エ
イで
ヒ

ッ
トし
た
著最
劇
の
三
度目
(二九
・
=一

五、
五
一)
の映
函
化。(カ
ル
メ
ン)
の

如
く
十
五
回
も映
唖
化さ
れ
る
も
のは
お

いて
もへ
=度
、
三度
と
映
一囮化
さ
れ
る

も
の
は
、
どう
し
て
偽逼
去
の名
画
と艀

判
、
或
は広
、滲
み込
ん
だ
感情
が
観
賞

の
栃
一の前
罎
と
な
って
商
榮主
義
に
榴

ら
れ
る
の
た
ひ、
此処
で
は
そ
う
い
った

一歩
闇
趣
蔭
通
弊
とな
り
か
ねな
い
蔑

古
趣
味
が婁
面
に
な
い。
ス
ト
ーリ
ー
の

単
純
、
使
われ
る
歌曲
の
眼
定
にも
拘
ら

ず
、
此
の映
画
か
好
い田
象
を残
す
の
は

晋
と
色
を褐
た
映
画の
条
件
をフ
ル
に駆

使
し
㍗
監督
の
う
まさ
で
あ
る。
〃赤
き

ダ
ニ
ュ
ープ
"
、
〃ア
ニ
ー
よ銃
を
とれ

"
(四九
、
五
〇
)の
ジ
日ー
ジ
、
シド
[

ニイ
は同
じ
カ
メ
ラ
●マ
ン、
チ
ャ
ー
ル

ス
・ロ
クシ
ャ
ー
の四
軟目
在
の
色
彩綴

影
に
たす
け
bれ
、
ロ
マ
ンス
た
る
劇を

貨
景
に嬰
所
々
に々
十分
な
ミ
ュー
ジカ

ル
映画
と
し
ての
演
出
を行
った
。開
巻

の
明る
さ
と音
楽
、
「オー
ル
●
マ
ン
。

リ
ツ
ァ」
を
唄う
黒
人
の所
で
の
朝嘱
と

衷愁
深
い
曲
、そ
し
て据
え
放
し
に近
い

カ
メラ
・ワ
ーク
の
滋味
の
良
ミ
礫
明

け
の
空
、妻

出
亀

嘘
傷
的
た題
材
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ルの
派
手

な
遜

足さ
れ
た
演出
手
法
の裂
に
瀕
っ

で
テ
ン
ポの
速
い
シ
陶
ウ
「点
の映
圃
と

違
った味
を
西
す●

俳
優
Cは
父
に
な
っ
た
ジ
脚1
・E
・

ブ
ラ
ウ
ンが
好
演
。見
せ
鰯
の多
い
上
に

唇
の
メー
キ
ャ
ヅプ
に
混
血児
の
肉
俸を

表
親
した
ガ
ー
ドナ
ー
↓
オー
ル
。マ
ン

●リ
ツ
ァ」
を
唄
つた
ウ
ィ
リア
ム
●ウ

オ
フ
イー
ル
ド
も印
象
に嚢
る。
肥十
七

日
より
留

霊
∬
(京
穴匿
蜀
)

喫
茶

々

堂

京
大
北
門
前

竃
吉
二
七
四
四

く
ま
の
神
社
の
北
隣
に

新
し
い
書
籍
と
雑
誌

の
店
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し
た
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く

[
大
月
書

・栗

讐

店
胃
錫
社
・理
諭
社

社
会
鍔

・岩
崎
甫店

五
月
酋房
・翼
騎
社

三

粛房

ま

の
書
店

電勲

誓野
田神

璽社
r九竃

四停
番削

書
店

京
大
正
門

前

眠
話
吉
田
三
五〇
九

語
学
参
考
書
は
何
で
も
、
そ
の

他
書
籍
一
切
の
御
相
談
を
…
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e
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に
し
ま
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の
罫
展
は
み
な
、
一ま
の
御
乃
抜
L
よ
っ
で
左

右さ
れ
ま
す。
ど
宴

み
な
嚢

の塙
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て
、
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ひ
い
き
、
ど
ぺ
ん
て
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遵
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詰
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選

集
(三
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◇
マ
ル
ク
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計
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店
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◇
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国
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会
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危
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二
十
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(岩
波
醤
店
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◇
真
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◇
日
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美
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日新
聞
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8
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波
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一

般
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◇
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史
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◇
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弼
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◇
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ボ
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◇
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魔
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◇
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